
市
で
は
、
育
児
に
対
す
る
多
く
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集

で
は
、
育
児
に
不
安
を
抱
え
、
孤
立
し

や
す
い
妊
娠
期
か
ら
、
子
ど
も
の
成
長

に
大
切
な
３
歳
に
な
る
ま
で
の
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

Special Edition

あ
な
た
の
子
育
て
応
援
し
ま
す

特集
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子
育
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環
境
の
変
化
●

　

年
、
晩
婚
化
の
進
行
や
価
値
観

　

な
ど
の
個
人
意
識
の
変
化
、
仕

事
と
育
児
の
両
立
に
対
す
る
負
担
の
増

の
両
立
に
対
す
る
負
担
の
増

加
な
ど
、
子
ど
も
と
家
庭
を
取
り
巻
く

加
な
ど
、
子
ど
も
と
家
庭
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
核
家
族
化
や
都
市
化
の
進
展

　

ま
た
、
核
家
族
化
や
都
市
化
の
進
展

は
、
育
児
に
関
し
て
親
族
や
周
り
か
ら

は
、
育
児
に
関
し
て
親
族
や
周
り
か
ら

の
支
援
を
受
け
に
く
い
状
況
を
生
み
、

の
支
援
を
受
け
に
く
い
状
況
を
生
み
、

子
育
て
を
し
て
い
る
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

子
育
て
を
し
て
い
る
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
の
孤
立
感
や
不
安
感
を
増
大
さ
せ
て

ん
の
孤
立
感
や
不
安
感
を
増
大
さ
せ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
日
本
全
体
は

　

こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
日
本
全
体
は

も
と
よ
り
、
苫
小
牧
市
で
も
少
子
化
が

も
と
よ
り
、
苫
小
牧
市
で
も
少
子
化
が

す
す
ん
で
い
ま
す
。

す
す
ん
で
い
ま
す
。

東日本大震災支援活動、特集　あなたの子育て応援します

●
妊妊
娠娠
期期
かか
らら
３３
歳歳
まま
でで
●

　

娠
期
間
中
の
母
親
の
体
調
は
特

　

に
変
わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

出
産
後
も
子
ど
も
中
心
の
新
し
い
生
活

に
戸
惑
い
を
感
じ
る
時
期
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
近
く
に
相
談
で
き
る
人

が
い
な
い
場
合
は
、
家
の
中
で
過
ご
し

が
ち
な
母
親
が
社
会
か
ら
孤
立
し
、
育

児
へ
の
負
担
や
不
安
を
一
番
感
じ
る
と

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
、
子
ど
も
の
体
と
心
が
大
き
く

発
達
す
る
時
期
で
、「
三
つ
子
の
魂
百
ま

で
」
の
言
葉
の
と
お
り
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

一
人
の
人
間
と
し
て
の
個
性
を
確
立
す

る
大
切
な
と
き
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
苫苫
小小
牧牧
市市
のの
子
育
て

子
育
て
支支
援援
●

　

し
で
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で

　

き
る
よ
う
、
親
や
そ
の
子
ど
も

が
交
流
し
、
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
親
の
育
児
の
負
担
や
不
安

の
解
消
を
図
る
た
め
、
子
育
て
に
関
す

る
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
親
同
士
の
交
流
の
場
の
確
保
や
子

育
て
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
期
か
ら
、
子
ど
も
の
３
歳
ま
で

の
大
切
な
時
期
を
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。
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■苫小牧市の核家族世帯数・１５歳未満人口の推移■
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詳細　危機管理室　�３２-６２８０　　

～被災地の復興に祈りを込めて～

東東東東東東東東東東東東東東東東日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本大大大大大大大大大大大大大大大大震震震震震震震震震震震震震震震震災災災災災災災災災災災災災災災災支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動東日本大震災支援活動

東日本大震災では、私たちが過去に経験したことがないくらいの困難に直面しています。震
災により多くの人たちが、家族や友人を失い、故郷を失い、日常生活を奪われました。被災
地の復興のため市でもさまざまな支援を行っています

被災地からの要請がありました、使い捨て容器、
紙おむつなどの支援物資は３月２５日まで集めら
れました。支援物資は北海道を経由して自衛隊
により被災地へ届けられました

日本赤十字社による義援金

数量支援物資品目

５２，５８２枚紙おむつ

    １５０個簡易トイレ

２６，５１１個使い捨て容器

６３，１８８膳割り箸

～消防本部・宮城県石巻地区での救援活動報告～
　被災地の状況はテレビなどの報道で大変な状況であると理解していましたが、実
際に現地の状況を目の当たりにして、その被害の甚大さに津波の恐怖を感じました。
　新潟県や北海道隊として派遣されてきた、他の自治体の消防隊と連携し救急活動、
人命捜索活動などを継続して行っています。捜索活動中には、地元の方々に感謝の
言葉をかけていただき、あらためて苫小牧、北海道を代表して支援活動に携わって
いることの責任の重さを認識しました。
　帰苫した隊員によると派遣当初は使用できなかった電気や電話も回復しつつあり、また救援物資の搬送も
活発になり復興に向かっていると感じました

被災地から関係機関（北海道、胆振総合振興局、水道協会など）を通
して人的・物的支援の要請が各市町村にあり、被災地への職員派遣が行
われています。苫小牧市でも、避難所での対応や救助活動、給水活動

のほか下水道処理施設の復旧などライフライ
ンの整備のため、被災地に職員派遣を行って
います。また、被災された方々の受け入れと
して市営住宅の確保や被災者の相談窓口の開
設なども行っています

主な支援の内容
救助・救援活動
給水活動
下水道施設の調査
医療救護活動のための救護班派遣
避難所支援要員の派遣
戸籍・住民基本台帳関係業務
被災者に提供可能な住宅の確保

職員の被災地派遣など

被災地での支援活動

支　援　物　資

※現在は支援物資の受け付けはしていません

被災地の復興を願い、支援要請に基づき全庁的に支援活動を行っていきます

▲支援物資搬出の様子

３月１６日から受け付けていました義援金は４月１１日現
在で１億６２９万３５０円となりました。ご協力ありがとう
ございます

取扱窓口　�市役所　総合案内、社会福祉課　�のぞ

み・勇払出張所、豊川・沼ノ端・住吉証明取扱所　�駅

前証明取扱所　�社会福祉協議会

取扱時間　���８時４５分～１７時１５分　土・日曜日、祝

日は取り扱いません　�９時～１７時　祝日、振替休日、

５月３日�火 ～５日�木 は取り扱いません　

詳細　社会福祉協議会　�３２-７１１１

▲下水道施設の調査の様子

▲救助活動の様子

皆さんの「たすけあい」の心・復興への祈りを被災地に届けます


